
愛
知
・
朝
日
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
二
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
】込
藤
才
文

。
佐
藤
公
保

・
安
藤
義
弘

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
都
市
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

朝
日
西
遺
跡
は
、
五
条
川
の
形
成
し
た
自
然
堤
防
の
東
岸
に
位
置
す
る
。
当

遺
跡
の
南
西
約

一
�
に
は
清
洲
城
本
丸
跡
が
あ
る
。
対
岸
の
清
洲
城
下
町
遺
跡

と
共
に
、
当
遺
跡
は
中
世
末
か

ら
近
世
初
頭
に
は
清
洲
城
下
の

一
画
を
占
め
、
外
堀
と
中
堀

（
旧
五
条
川
）
に
棋
ま
れ
た
町
人

地
と
寺
社
地
が
展
開
す
る
。

発
掘
調
査
は
、　
一
九
八

一
年

よ
り
名
古
屋
環
状
二
号
線
建
設

に
伴
う
調
査
と
し
て
継
続
し
て

行
わ
れ
、　
一
九
八
五
年
度
の
調

査
を
以
て
終
了
し
た
。

一
九
八
五
年
度
は
本
道
部
五
カ
所
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
木
簡
及
び
墨
書
曲

物
が
出
土
し
た
の
は
、
東
端
の
調
査
区
の
Ｓ
Ｄ
〇

一
と
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
は
、　
一
九
八
四
年
度
の
調
査
で
慶
長
三

・
四
年

（
一
五
九
八
・
九
）

銘
の
卒
塔
婆
と
文
禄
二
年

（
一
五
九
一じ

銘
の
施
釉
陶
器
碗
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ

一

三
に
接
続
し
、
東
西
方
向

へ
走
り
、
東
端
は
Ｓ
Ｄ
〇
三
の
手
前
で
終
る
。
幅
五

を
六
ｍ
、
深
さ

一
を

一
●
二
ｍ
を
測
る
。
木
筒
の
出
上
し
た
地
点
は
Ｓ
Ｄ
〇

一

の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
三
よ
り
の
端
で
、
溝
最
下
層
の
粘
質
土
中
よ
り
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
〇
三
は
南
北
方
向

へ
走
り
、
西
側
に
幅
二

・
五
を

一
二
ｍ
の
犬
走
り
を

有
す
る
。
犬
走
り
を
含
め
た
幅
は
一
七

・
五
ｉ
二
七
ｍ
、
深
さ
は
二

・
五
ｍ
を

測
る
。

『清
洲
村
古
城
図
』
（蓬
左
文
庫
蔵
）
に
よ
る
と
、
同
溝
は
外
堀
の
位
置

と

一
致
し
て
お
り
、
ま
た
同
溝
の
東
側
に
は
同
時
代
の
遺
構
が
な
い
こ
と
か
ら
、

外
堀
と
考
え
ら
れ
る
。
木
筒
と
墨
書
さ
れ
た
曲
物
は
最
下
層
の
粘
質
土
よ
り
出

上
し
た
。

こ
れ
ら
の
溝
は
堆
積
状
況
及
び
共
伴
遺
物
よ
り
、　
三
ハ
世
紀
末
か
ら

一
七
世

紀
初
頭
に
か
け
て
共
存
し
て
お
り
、　
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
と

Ｓ
Ｄ
〇
三

（外
堀
）
に
画
さ

れ
た
地
区
は
、
木
衡
以
外
に

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
墨
書
さ
れ
た
卒
塔
婆
が
Ｓ

Ｄ
Ｏ

一
よ
り
出
上
し
て
い
る
こ
と
、
町
家
に
比
べ
区
画
面
積
が
広
い
こ
と
等
か

ら
、
城
外
を
臨
む
寺
社
地
と
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
〇
一

(名古屋北部)



1985年出上の木簡

⑪

　

「
か
ち
や
町

Ｆ
ハ
』
十
六
間
三
尺
六
寸

是
よ
り
北
　
　
　
　
　
」

Ｓ
Ｄ
〇
三

〔牧

と

・
□
□
小
□
所
　
　
　
　
」

【牧
と

。
□
□
□
□
□
□
小
□
所
」

「
白
さ
た
う壱

斤
」

13)ω
②
の
木
簡
に
あ
る

「
か
ち
や
町
」

「
小
牧
」
町
は
、
共
に
文
禄
二

・
三
年

盆

五
九
一一下
四
）
に
実
施
さ
れ
た

「清
須
　
町
家
改
」
３
駒
井
日
記
し

の
日
比

野
下
野
請
取
分
の
一
二
の
町
の
中
に
見
ら
れ
る
。　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
か
ち
や

町
」

「
小
牧
」
町
を
含
め
た

一
二
の
町
は
、
本
丸
か
ら
北
東
方
向
に
あ
た
る
朝

日
西
遺
跡
周
辺
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
①
の

「十
六
間
三
尺
六

寸
」
は

「
か
ち
や
町
」
の
奥
行
き
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
、
町
割
の
計
画
性

が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
朝
日
西
遺
跡
の
西
側
を
通
過
し
て
い

た
小
牧
街
道
沿
い
や
そ
の
周
辺
に
は
、

「
か
ち
や
町
」

「
小
牧
」
町
等
の
一
二

の
町
が

一
定
の
区
画
を
有
し
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
①
②
の

］
Φ
Ｐ
Ｘ

ヽ
Φ
Ｘ

や
　
　
Φ
釦
Ｐ

（∞
μ∞）
×
］『
×
］　　〇いΦ

副
膀
瀾
　
�
滸
蔵
Ｓ
ｏ　
莉
併
ｒ
伽　
０自

木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
清
洲
城
下
町
の
町
割
に
関

わ
る
木
簡
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
０
は
一
重
巻
き
の
曲
物
の
側
板
外

面
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
底
板
は
欠
く
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
に
関
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
宮

跡
発
掘
調
査
部
加
藤
優
氏
の
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献




